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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第14期

第２四半期累計期間
第15期

第２四半期累計期間
第14期

会計期間
自  平成23年３月１日
至  平成23年８月31日

自  平成24年３月１日
至  平成24年８月31日

自  平成23年３月１日
至  平成24年２月29日

売上高 (千円) 3,324,273 3,834,134 6,811,825

経常利益 (千円) 323,261 447,260 560,492

四半期(当期)純利益 (千円) 147,766 256,120 274,837

持分法を適用した場合の投資利益 (千円) － － －

資本金 (千円) 628,019 628,741 628,463

発行済株式総数 (株) 12,449 12,462 12,457

純資産額 (千円) 1,740,754 2,041,927 1,868,714

総資産額 (千円) 3,368,523 3,738,030 3,597,218

１株当たり四半期(当期)純利益 (円) 11,869.72 20,558.01 22,075.96

潜在株式調整後
１株当たり四半期(当期)純利益

(円) 11,865.06 20,505.93 22,052.22

１株当たり配当額 (円) － － 6,700

自己資本比率 (％) 51.7 54.6 51.9

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 350,122 400,052 742,899

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △25,858 △77,672 △74,989

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 40,530 △211,901 △96,879

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 850,271 1,166,986 1,056,507

　
回次

第14期
第２四半期会計期間

第15期
第２四半期会計期間

会計期間
自  平成23年６月１日
至  平成23年８月31日

自  平成24年６月１日
至  平成24年８月31日

１株当たり四半期純利益 (円) 9,858.58 10,645.95

(注) １　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移につ

いては記載しておりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　持分法を適用した場合の投資利益については、当社は関連会社がないため記載しておりません。

　

２ 【事業の内容】

当第２四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について重要な変更はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 経営成績の分析

当第２四半期累計期間における国内経済は、東日本大震災からの復興需要等により緩やかな回復基調

が見られたものの、欧州債務危機を背景とする海外景気の下振れや原油価格の高止まり、電力の安定供給

への懸念などから、景気の先行きは依然として不透明な状況のまま推移いたしました。

　一方、外食産業におきましては、消費者の外食頻度には持ち直しの傾向が見られるものの、外食に対する

低価格志向が定着しており、顧客確保のための企業間競争がさらに激化するなど、取り巻く環境は引き続

き厳しいものとなっております。

　このような状況から、当社は、当事業年度のスローガン「変革と継続」を掲げ、お客様にとって負（不）

のないサービスの提供を大前提に、震災後の逼迫した状況下で一定の成果をあげたヒト・モノ・カネの

マネジメントを、より科学的に分析し標準化することで継続できる仕組みづくりを行って参りました。

　その中で、特に重点的に取り組んで参りました施策のひとつとして、生産性向上を目的とした標準シフ

ト（人員配置）の見直しが挙げられます。震災を機に店舗での人員配置について徹底的に見直しをかけ

ることで飛躍的に向上した人時売上高を、今後も継続していくことができる仕組みに変えるため、従来の

作業項目を分単位・秒単位で精査・改善し、清掃業務については外部委託を実験的に導入するなど、生産

性の向上に繋げる取り組みを着実に進めて参りました。

　また、震災直後、資金確保のため応急処置的に見送りました、将来の成長に必要な投資につきましては当

事業年度より再開し、その手始めにオープン以来の業績が当初計画を大きく上回って推移しているＨＵ

Ｂ秋葉原店の増床を、また、経年劣化による設備及び内外装の不備を改善しリフレッシュを図るため、Ｈ

ＵＢ日比谷店の全面改装に着手いたしました。

　さらに、長い年月をかけ継続的に取り組むことで、英国ＰＵＢの楽しみ方のひとつとして育んで参りま

したサッカーをはじめとするスポーツイベントにつきましても、現状に満足することなくお客様満足度

の向上に努めることにより当第２四半期累計期間の業績に大きく貢献する結果となりました。これらに

より、既存店の前年同期比につきましては、売上高111.5％、客数110.4％となっております。

　店舗につきましては、８２業態２店舗（池袋東口店、横浜西口店）を出店し、当第２四半期末現在におけ

る店舗数は直営店73店舗、のれんわけ店１店舗、計74店舗となりました。

以上の結果、当第２四半期累計期間の売上高は3,834百万円（前年同期比15.3％増）、営業利益は448百

万円（前年同期比39.6％増）、経常利益は447百万円（前年同期比38.4％増）、四半期純利益は256百万円

（前年同期比73.3％増）となりました。
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(2) 財政状態の分析

当第２四半期会計期間末における総資産は、前事業年度末に比べて140百万円増加し、3,738百万円とな

りました。

流動資産は前事業年度末に比べて132百万円増加し、1,501百万円となりました。これは主に現金及び預

金並びに前払費用が増加したことによるものであります。

固定資産は前事業年度末に比べて８百万円増加し、2,237百万円となりました。これは主に新規出店に

伴う有形固定資産及び差入保証金が増加したものの、減価償却等により有形固定資産が減少したことに

よるものであります。

負債は前事業年度末に比べて32百万円減少し、1,696百万円となりました。これは主に買掛金及び未払

費用が増加したものの、借入金、未払金及び賞与引当金が減少したことによるものであります。

純資産は前事業年度末に比べて173百万円増加し、2,041百万円となりました。これは配当金の支払によ

り83百万円減少したものの、四半期純利益256百万円を計上したことによるものであります。

　

(3) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期累計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、前事業年度末に比

べて110百万円増加し、1,166百万円となりました。それぞれの詳細は以下のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）　　

営業活動の結果得られた資金は、400百万円（前年同期比49百万円の増加）となりました。

主な要因は、税引前四半期純利益が436百万円、減価償却費が132百万円となった一方で、法人税等の

支払額が174百万円あったことによるものです。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果支出した資金は、77百万円（前年同期比51百万円の増加）となりました。

主な要因は、差入保証金の回収による収入が17百万円あった一方で、有形固定資産の取得による支出

が54百万円及び差入保証金の差入による支出が22百万円あったことによるものです。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果支出した資金は、211百万円（前年同期比252百万円の増加）となりました。

主な要因は、長期借入金の返済による支出が36百万円、割賦債務の返済による支出が79百万円及び配

当金の支払額が83百万円あったことによるものです。

　

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期累計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。

　

(5) 研究開発活動

該当事項はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 39,200

計 39,200

　

② 【発行済株式】

　

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成24年８月31日)

提出日現在発行数(株)
(平成24年10月12日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 12,462 12,467
大阪証券取引所 
ＪＡＳＤＡＱ
（スタンダード)

単元株制度は採用
しておりません。

計 12,462 12,467 ― ―
　

(注)　提出日現在発行数には、平成24年10月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発行さ

れた株式数は含まれておりません。

　

(2) 【新株予約権等の状況】

　

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

　

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金
増減額
(千円)

資本金
残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成24年６月１日

～平成24年８月31日
　 5 12,462 277 628,741 277 192,341

(注)  新株予約権の行使による増加であります。
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(6) 【大株主の状況】

平成24年８月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

ロイヤルホールディングス株式会社 福岡県福岡市博多区那珂３-28-５ 4,110 32.98

株式会社久世 東京都豊島区東池袋２-29-７ 1,220 9.79

株式会社河内屋 東京都八王子市元横山町１-18-５ 1,200 9.63

日本証券金融株式会社 東京都中央区日本橋茅場町１-２-10 441 3.54

ハブ社員持株会
東京都千代田区外神田３-14-10
秋葉原ＨＦビル７Ｆ

298 2.39

金鹿　研一 埼玉県春日部市 267 2.14

楽天証券株式会社 東京都品川区東品川４-12-３ 237 1.90

松井　秀紀 山形県酒田市 230 1.85

高野　慎一 神奈川県川崎市川崎区 174 1.40

ダイワ　キャピタル　マーケッツ
ホンコン　リミテッド　クライアント
セーフキーピング　アカウント
（常任代理人　大和証券株式会社）

LEVEL　26　ONE　PACIFIC　PLACE
88　QUEENSWAY　HONG　KONG
（東京都千代田区丸の内１-９-１）

131 1.05

計 － 8,308 66.67
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成24年８月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等) ― ― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 12,462 12,462 ―

単元未満株式 ― ― ―

発行済株式総数 12,462 ― ―

総株主の議決権 ― 12,462 ―

　

② 【自己株式等】

平成24年８月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

― ― ― ― ― ―

計 ― ― ― ― ―

　

　

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣

府令第63号)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第２四半期会計期間(平成24年６月１日か

ら平成24年８月31日まで)及び当第２四半期累計期間(平成24年３月１日から平成24年８月31日まで)に係

る四半期財務諸表について、有限責任監査法人トーマツにより四半期レビューを受けております。

　

３．四半期連結財務諸表について

当社には子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】
(1)【四半期貸借対照表】

(単位：千円)

前事業年度
(平成24年２月29日)

当第２四半期会計期間
(平成24年８月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,056,507 1,166,986

売掛金 22,785 15,780

原材料及び貯蔵品 42,302 52,178

その他 247,029 266,063

流動資産合計 1,368,625 1,501,008

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 1,028,397 1,017,820

その他（純額） 177,462 192,790

有形固定資産合計 1,205,859 1,210,610

無形固定資産 38,203 32,290

投資その他の資産

差入保証金 871,206 876,678

その他 113,324 117,442

投資その他の資産合計 984,530 994,120

固定資産合計 2,228,593 2,237,022

資産合計 3,597,218 3,738,030

負債の部

流動負債

買掛金 158,335 212,801

1年内返済予定の長期借入金 72,000 72,000

未払金 335,940 298,950

未払法人税等 187,000 179,500

賞与引当金 144,664 113,795

その他 232,699 266,378

流動負債合計 1,130,639 1,143,426

固定負債

長期借入金 199,500 163,500

リース債務 58,981 57,739

長期未払金 224,665 213,292

資産除去債務 114,718 118,145

固定負債合計 597,865 552,676

負債合計 1,728,504 1,696,103
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(単位：千円)

前事業年度
(平成24年２月29日)

当第２四半期会計期間
(平成24年８月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 628,463 628,741

資本剰余金 192,063 192,341

利益剰余金 1,048,187 1,220,845

株主資本合計 1,868,714 2,041,927

純資産合計 1,868,714 2,041,927

負債純資産合計 3,597,218 3,738,030
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(2)【四半期損益計算書】
【第２四半期累計期間】

(単位：千円)

前第２四半期累計期間
(自 平成23年３月１日
　至 平成23年８月31日)

当第２四半期累計期間
(自 平成24年３月１日
　至 平成24年８月31日)

売上高 3,324,273 3,834,134

売上原価 918,395 1,037,474

売上総利益 2,405,877 2,796,659

その他の営業収入 11,991 17,289

営業総利益 2,417,869 2,813,949

販売費及び一般管理費 ※1
 2,096,472

※1
 2,365,315

営業利益 321,396 448,633

営業外収益

受取利息 207 229

受取保険金 2,336 －

固定資産受贈益 1,757 558

雑収入 511 751

営業外収益合計 4,812 1,540

営業外費用

支払利息 2,948 2,856

雑損失 － 56

営業外費用合計 2,948 2,912

経常利益 323,261 447,260

特別損失

固定資産除却損 4,748 9,567

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 62,186 －

その他 284 950

特別損失合計 67,218 10,517

税引前四半期純利益 256,043 436,743

法人税、住民税及び事業税 126,775 167,102

法人税等調整額 △18,498 13,520

法人税等合計 108,277 180,622

四半期純利益 147,766 256,120
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(3)【四半期キャッシュ・フロー計算書】
(単位：千円)

前第２四半期累計期間
(自 平成23年３月１日
　至 平成23年８月31日)

当第２四半期累計期間
(自 平成24年３月１日
　至 平成24年８月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益 256,043 436,743

減価償却費 125,782 132,083

賞与引当金の増減額（△は減少） △13,499 △30,869

受取利息 △207 △229

支払利息 2,948 2,856

有形及び無形固定資産除却損 4,748 9,567

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 62,186 －

売上債権の増減額（△は増加） △1,811 7,005

たな卸資産の増減額（△は増加） △3,510 △9,876

仕入債務の増減額（△は減少） 42,681 54,466

未払金の増減額（△は減少） △18,163 △27,207

その他 4,741 2,768

小計 461,939 577,309

利息の受取額 207 229

利息の支払額 △3,047 △2,848

法人税等の支払額 △108,976 △174,638

営業活動によるキャッシュ・フロー 350,122 400,052

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △25,677 △54,188

無形固定資産の取得による支出 △450 －

差入保証金の回収による収入 12,020 17,175

差入保証金の差入による支出 △6,846 △22,647

長期前払費用の取得による支出 △5,867 △19,013

長期貸付金の回収による収入 962 1,002

投資活動によるキャッシュ・フロー △25,858 △77,672

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入れによる収入 240,000 －

長期借入金の返済による支出 △45,162 △36,000

リース債務の返済による支出 △10,718 △13,709

割賦債務の返済による支出 △85,078 △79,285

株式の発行による収入 － 555

配当金の支払額 △58,510 △83,461

財務活動によるキャッシュ・フロー 40,530 △211,901

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 364,794 110,478

現金及び現金同等物の期首残高 485,476 1,056,507

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 850,271

※1
 1,166,986
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【継続企業の前提に関する事項】

該当事項はありません。

　

【四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

該当事項はありません。

　

【追加情報】

　
当第２四半期累計期間

(自  平成24年３月１日  至  平成24年８月31日)

　（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用）

　第１四半期会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤謬の

訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号　平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関す

る会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月４日）を適用しております。

　

【注記事項】

(四半期損益計算書関係)

※１  販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

　

　
前第２四半期累計期間
(自  平成23年３月１日
至  平成23年８月31日)

当第２四半期累計期間
(自  平成24年３月１日
至  平成24年８月31日)

給与手当 796,645千円 896,447千円

地代家賃 422,055千円 462,334千円

　

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

※１  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次

のとおりであります。

　

　
前第２四半期累計期間
(自  平成23年３月１日
至  平成23年８月31日)

当第２四半期累計期間
(自  平成24年３月１日
至  平成24年８月31日)

現金及び預金 850,271千円 1,166,986千円

現金及び現金同等物 850,271千円 1,166,986千円
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(株主資本等関係)

Ⅰ 前第２四半期累計期間(自  平成23年３月１日  至  平成23年８月31日)

配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年５月25日
定時株主総会

普通株式 58,510 4,700平成23年２月28日 平成23年５月26日 利益剰余金

　

Ⅱ 当第２四半期累計期間(自  平成24年３月１日  至  平成24年８月31日)

配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年５月29日
定時株主総会

普通株式 83,461 6,700平成24年２月29日 平成24年５月30日 利益剰余金

　

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

当社は、英国風パブ事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半期純利益及び算定上

の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第２四半期累計期間
(自  平成23年３月１日
至  平成23年８月31日)

当第２四半期累計期間
(自  平成24年３月１日
至  平成24年８月31日)

(1) １株当たり四半期純利益 11,869円72 銭 20,558円01銭

    (算定上の基礎) 　 　

    四半期純利益(千円) 147,766 256,120

    普通株主に帰属しない金額(千円) － －

    普通株式に係る四半期純利益(千円) 147,766 256,120

    普通株式の期中平均株式数(株) 12,449 12,458

(2) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 11,865円06銭 20,505円93銭

    (算定上の基礎) 　 　

    四半期純利益調整額(千円) － －

    普通株式増加数(株) 4 31

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり
四半期純利益の算定に含めなかった潜在株式で、前事業
年度末から重要な変動があったものの概要

－ －

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成24年10月10日

株式会社　ハ　　　　ブ

取　締　役　会　御中

有限責任監査法人　ト　ー　マ　ツ 　

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　公認会計士　　岡　　田　　吉　　泰　　㊞

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　公認会計士　　五　十　嵐　　　　徹　　㊞

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式
会社ハブの平成24年３月１日から平成25年２月28日までの第15期事業年度の第２四半期会計期間(平成24年
６月１日から平成24年８月31日まで)及び第２四半期累計期間(平成24年３月１日から平成24年８月31日ま

で)に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書、四半期キャッシュ・フロー計算
書及び注記について四半期レビューを行った。

　
四半期財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半
期財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期
財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれ
る。

　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に
対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当
と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ハブの平成24年８月31日現在の財政状態並び
に同日をもって終了する第２四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示してい
ないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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